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概要

文字情報の交換手段として普及した RFC822メールに代わって、本文に構造を

持たせることで、音声や商像情報などの複数のメディアを取り込むことができる

MIME(多目的メール)がRFC1341で規定されている。しかし、現在ユーザが使用

している MIMEの機能は、漢字などの非アルフアベットをヘッダへ挿入することに

留まっている。 MIMEでは、自分宛の電子メーJレを関係者に送信(再転送)するた

めの柔軟な形式を定義しているが、頻繁に行われる再転送の多くは MIMEに従っ

ていない。これは MIMEの需要がないのではなく、使いやすいインターフェイス

が存在しないことに原因がある。そこで、本稿では電子メー Jレを書く際に広〈利

用されているエディタ Emacs上で実装した MIMEへのインターフェイス Mewに

ついて述べる。 Mewは、選択的な MIMEの可視器や、ユーザに対して MIMEの

文法を憾蔽した構成器によって、使いやすいインターフェイスを提供するo また、

PEM(プライパシ強化メール)やPGP(PrettyGood Privacy)等、他の構造化メー

ルと MIMEの統合を Mewで実現する方法について議論する。

1 はじめに

1982年にRFC(RequestFor Comment)822[1] 

で形式が定義されたRFC822メールは、文字情報

の交換の手段として世界的に普及した。 RFC822

メールは、ヘッダと本文を空行で区切るという単

純な形式であり、本文には構造を持っていない。

計算機の高速化や大容量化、あるいは、イン

ターネットが英語圏外に普及したことに伴って、

文字以外の情報の交換や非アルファベットを積極

的にヘッダに挿入する需要が生じてきた。このよ

うに電子メールの用途が多目的化するにつれて、

さまざまに実装されている電子メールゲートウェ

イ問で、電子メールを安全に配送できる形式や符

号化が必要となった。

そこで、 10年を経た 1992年に RFC822メー
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Jレに代わって、 RFC1341[2)において MIME(多

目的メー Jレ)が規定された。 MIMEはRFC822

メーJレの上位互換であると共に、音声、あるいは

画像などの文字以外の情報を交換可能である。

また、配送の情報が記述されるヘッダに、非アル

ファベット文字を電子メーJレゲートウェイが誤動

作しない安全な文字列に変換し挿入することがで

きる。

MIMEでは、本文を境界となる文字列でパー

トという単位に区切り、各パートごとにメディア

を取り込むことが可能である。 MIMEの構造は

階層的に定義されており、複数のパートを持つマ

ルチパートの各パートがシングルパートでもよい

し、更にマルチパートを含んでいてもよい。この

ように本文に構造を持つ電子メールを、本稿では

構造化メールと呼ぶ。

現在MIMEの出現から 2年が経過したが、
ユーザが使用している MIMEの機能は、漢字な
どの非アルファベットをヘッダへ挿入することに

留まっている。 MIMEでは、自分宛の電子メー

ルを関係者に送信(再転送)するための柔軟な形

式を定義しているが、頻繁に行われる再転送の
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多くは MIMEに従っていない。これは、 MIME

の需要がないのではなく、使いやすいインター

フェイスが存在しないことに原因がある。

そこで本稿では、使いやすい MIMEインター

フェイスについての議論に焦点を置く。まず、既

存の MIMEインターフェイスの問題点を明らか
にし、 MIMEインターフェイスに求められる償

能について考察する。そして、これらの要求を

満たすMIMEインターフェイス Mew(Message 

in terface to Ema.cs Window)の設計と実装につ

いて述べる。このとき、 Mewの中心的構成要素

であるメールの構造をユーザに見せる可視器と、

構造を持つメールを作成させる構成器に分けて議

論する。

またMIME以外にも、 PEM(プライパシ強化

メール)[3]やPGP(PrettyGood Privacy)など

の構造化メールが定義され、普及し始めている。

これらの構造化メールはそれぞれ独立に発達した

ために、そのままではこれらを統合することはで

きない。

現在、 PEMやPGPを、情造化メールとして

枠組がより広いMIMEに射影するための議論が

盛んに行われている。規格が流動的ではあるが、

Mewではそれらの規格に基づいて PEMやPGP

をMIMEへ統合できることを実証している。本

稿では MIMEの議論だけでなく、構造化メール

の統合についてもふれ、構造化メールを一般的か

っ柔軟に統合する Mewの機能について述べる。

第2節では、既存の MIMEインターフェイス

について考察し問題点を指摘する。そして、

MIMEインターフェイスが有すべき機能を第3節

で提示する。 Mewの可視器は第4節で、 Mew

の構成器は第5節で説明されている。構造化メー

ルの統合を第6節で総論し、 Mewの評価を第

7節で与える。最後に、第8節で本稿の結論と今

後の課題を示す。

2 MIMEインターフェイスの問題点

本節では既存のMIMEに対するインターフェ
イスを考察し、それらの問題点を指摘する。

2.1 前提

現在の代表的な MIMEインターフェイスとし

て、 MH、Metamail、Zmailなどがあるが、す

べてコマンドライン上1での操作を前提としてい

る20 しかしながら、編集や文字入力のためのフ

ロントエンドの理由から、電子メールを読み・舟き

するためにエディタ Ema.csを用いるユーザが多

い。実際、日本語処理を要求される日本人の大半

は、 Emacs上の代表的な電子メールのインター

フェイスであるRrnail、mh-e、VMなどを利用

している九また、これらのインターフェイスは

英語閏でも利用頗度が高い。

これらの理由により、 Emacs上での優れた

MIMEインターフェイスを提供することが重要

であるとの結論に達した。残念ながら、 Rmail、

mh-e、VMはヘッダの多国語化に対応している

のみであり、本格的な MIMEインターフェイス

とはいえない。

2.2 可視器の問題点

MIMEの可視化について考察すると、 MHに

付属する mhnやMetamailでは、 MIMEのマル

チパートの各パートを上から順に読むことしか

できない。 EmacsからこれらのMIMEインター

フェイスをサププロセスとして起動した場合は、

むろんマルチパートのあるパートを選択的に表示

(あるいは印制、再生など)することはできない。

ユーザが本当に望んでいるのは、マルチパートの

一部を自由に表示するなどの粒皮の細かい操作で

ある。

また、 mhnやMetamailは解析したMIME構

造を保存しないので、繰り返し同じ電子メールを

説むと、その都度構造解析を行う。解析に時間が

かかることが分かっているユーザにとっても、同

じメールを繰り返し読むときに時間がかかること

には、不快感をおぼえるものである。特に解析が

必要であることを知らないユーザは、強い不快感

を覚えるであろう。

よって、 MIMEインターフェイスを実装する

際には、各パートを選択的に表示できる可視器を

提供し、繰り返し電子メールを読んだ場合に高速

に表示することを考慮すべきである。

lZmailではコマンドラインの他に、専用のGUIで使用す

ることが可能である。

2著者が知る限り最新である. MHパージョン 6.8.3、

Metamailパージョン 2.7、および、 Zmailパージョン 3.0

を対象とする。

S著者が知る限り最新である、 mh・eパージョン 4.1、およ

び、 VMパージヨシ 5.72を対象とする。
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2.3 t肴成器の問題点

第1節で述べたように、 MIMEの機能で実際

に使わ札ているのは、ヘッダに非アルファベット

を使用することのみである。本文の構造化や丈字

以外の情報の配送などのMIMEの機能はほとん
ど使われていない。

ユーザは頻繁に電子メールの再転送を行うが、

再転送の形式は固定的な境界で電子メールをカプ

セル化する旧来の書式[4]のままである。 MIME
ではこの書式を破棄し、境界に任意の文字列を川

いることで再帰的な再転送を柔軟に行える形式を

規定している。再転送などに MIMEを使用する

需要があるにもかかわらず、 MIMEが利用きれ

ていないのは、使いやすいインターフェイスがな

いためであると考えられる。

実際に、 MIMEのマルチパートを構成する際
には、各MIMEインターフェイスに依存した文

法を覚えなければならないことが陣壁となってい

る。たとえば、 mhnは“#"で始まる複雑な文法

を定義しているし、 Metamailのmetasendは細

かいコマンドラインオプションを覚えなければな

らない。

ユーザにとって複雑なインターフェイスは、使

いにくいばかりでなく間違いを起こしやすい。

よって、簡単に MIMEに沿った電子メールを構

成できる方法が必要である。多くのユーザがヘッ

ダに非アルファベットを使用しているのは、既存

のMIMEインターフェイスが、文字列を自動的

に符号化しヘッダに婦人するからである。これ

は、使いやすいインターフェイスを提供すれば、

ユーザが楠加することを実証しているといえる。

3 インターフェイスに求められる機能

第2節で議論した問題点を踏まえて、本節では

MlMEインターフェイスに求められる機能を示

す。

3.1 可視器の機能

第2節で述べたように、 MIMEインターフェ

イスには、各パートを選択的に表示、印刷、ある

いは、再生するなどの、粒庇の細かい操作が必要

である。編集や非アルフアベットの入力が容易

である Emacsなどのエディタ上のインターフェ

イスであれば、ユーザにとって利用しやすい。ま

た、同じ電子メールの2回以降の高速表示は、
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ユーザに不快感を与えないためにも重要である。

さらに、さまざまなアプリケーションを取り込む

MIMEの潜在的な機能を生かすためには、将米

現れるアプリケーションや構造化メールに柔軟に

対応できる必要がある。ここで可悦器に求められ

る機能を以下にまとめる。

・選択性ー各パートに対する粒皮の細かい操

作を提供しなければならない。

・高速性ー 2度目以降の表示は高速でなけれ

ばならない。

・柔軟性一新しいアプリケーションや構造化

メールへ対応できなければならない。

3.2 構成器の機能

もし、日々使用する電子メールを書く際に、複

雑な操作を要求されれば、ユーザは電子メールを

脅かなくなるであろう。操作を単純にすること

は、ユーザが利用しやすくなるばかりでなく誤操

作を冒すことも防止する。よって、 MIMEの普

及のためには、単純かつ容易なインターフェイス

を提供することが重要である。また、今まで会得

した知識などを基に直感的に操作を理解できるこ

とが必要である。覚えにくい文法を定義すれば、

電子メールを書くためにMIMEの文法の他に構

成25の文法まで覚えなければならなくなり、直感
的というにはほど速くなる。より優れたインター

フェイスに求められることは、ユーザに MIME

の文法を意識させないでMIMEを構成できるこ

とである。また、構成できる MIMEの文法に制

限があってはならない。たとえば多段のマルチ

パートやMIMEで取り扱えるさまざまなデータ

形式を構成できなくてはならない。そこで構成器

に求められる機能として、以下の項目を掲げる。

・容易性ー単純な操作でMIMEを構成でき
なくてはならない。ユーザに複雑な操作を押

しつけではならない。

-車感性一党えにくい文法を定義しではなら

ない。

-隠蔽性 -MIMEの文法を理解することを

ユーザに要求しではならない。

・汎用性ー制限無く MIMEが構成できなけ
ればならない。



4 Mewの可視器

本節では、第 3節で提示した要求を満たすため

に設計したMewの可視器について述べる。まず

M1ME正規型を定義し、次に MIMEの構造僻.析

について説明する。

4.1 MIME正規型

第3節で掲げた高速性を実現するには、(符

号化されたデータを)復号し構造解析を行った

MIMEを一時的に保存する必要がある。そこで

以下では、保存する際に都合の良い形式について

議論する。

ヘッダには電子メーJレの配送にかかわる情報

が保持されているため、電子メールゲートウェイ

で誤動作の原因となる文字を挿入すべきではな

い。このため非アルファベットを挿入するには、

文献[2ト[5]で定義された符号方式に従って、
安全な文字列に変換する。符号化された文字列

はそのまま表示しでも理解不可能であるから、

表示の際には復号する。しかし、電子メールを

読むたびに復号を行うのは非効率であるので、

一旦復号した電子メールを一時的に保存すべき

である。また、 Content-Typeの1つの値である

messa.ge/ rfc822は、ヘッダと本文の区別がある

テキストを再転送するための型である。このヘッ

ダに符号化された文字列が存在する場合には、問

機に復号する必要がある。

ヘッダの議論と同様に、配送を安全にする

ために符号化されるパートがある。符号方

式は、各パートのフィールドContent-Transfer-

Encoding:の値に格納される。符号化されたパー

トは、ヘッダでの理由と問機復号する必要があ

る。(復号後、このフィールドは無意味となるが

削る必要はない。)

たとえば、 PEMや PGPなどで電子署名/暗

号化を施さ札たパートは、それぞれのアプリケー

ションで復号する必要がある。これは、ヘッダ

での理由と問機、復号しなければ無意味であ

るという理由と高速化のためである。復号前の

Content-Type:と復号後のパートはデータ形式が
違うため、このフィールドを削る必要がある。

また、場合によっては、復号後のパートに更に

MIME解析を施す必要がある。

これらを考慮して、 MIMEを一時的に保存す

るための形式である MIME正規型を定義した。

以下に MIME正規型の定義を示す。

定義 1MIME正規担

・彼号されたヘッダを持つ。また同様に

message/rfc822のヘッダも復号されてい

るo

• Content-Transfer-Encoding:に従って各パー
トが復号されている。

・アプリケーションで符号化されたデータが

復号されており、かつ、対応する Content-

Type:が削られている。

4.2 MIME構造解析

Mewの可視器は、配送後の電子メーJレを入力

しMIME正規型を出力する MIME復号器と、

MIME正規型に対して構造解析を行う MIME

構造解析器に分かれる。 Mewでは、配送後の

電子メールを MIME復号器で処理して得られる

MIME正規型を保存する。 MewはEmacs上で

実装しているので、 MIME正規型を Emacsの
バッファに保存する。その後、 MIME構造解折

器はMIME正規型から MIME構造を抽出し、

MIME正規型が格納されているバッファに悶有

な変数として保存する(図 1)。

4昏ーーーー・
MIME符号

PEM PGP 

保存

図 1:MIME復号器と MIME構造解析25

Mewにおける MIME構造は、あるパートに対

する領域と Content・で始まるフィーJレドの値か

らなるリスト式で表現される。以下にMewで解

析/保存する MIME構造リストの定義を与え

る。
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定義 2MIME構造リスト

・各パートはリストで表現される。要~ }i・

は、領域の開始、終了、 Content-Type:の

f也、 Content-Description:のf也、 Content-
ID:の値、 Coπtent-Transfer-Encoding:の侃i

からなる。ただし、 Coπtent-で始まる
フィールドの値は、主値の他に復数の副

値を持つ場合があるので、これらはリストで

表現される。

・第 I番目の要素がリストの場合、つまり、領

肢の開始を表す数値でない場合、このパート

は全ての要素がパートであるマルチパートを

表す。

例 1

(910 1020 
("乞ext/plain""c:harset"iso-2022-jp") 
nil nil nil nil) 
例2
( 

(829 1451 
(吋ext/plain""charset.:iso-2022-jp") 
("Cover Page") nil nil nil) 

(1663 4853 
("message/rfc822") 
nil nil nil nil) 

図 2:MIME構造のリストによる表現

MIMEではContent-で始まるフィールドを予

約しており、今後定義2で示した以外にもフィー

ルドが増える可能性がある。しかし、 MIME構

造リストは要素の数に依存しない構造であるた

め、容易にフィールド数を追加できる。

図2にMIME構造リストの例を示す。例 l

では、全体がシングルパートである単純な

MIME構造である。領域は910..... 10204であ

り、 Content-Type:の値として textjplain、剛

健として charset=iso・2022・jpが格納されてい

る。他のフィールドは存在しないので、 nil
となっている。例 2は、マルチパートの例で

ある。第 1番目のパートは ContenレType:が

textjplainであり、 Content-Descri ption:とし

4バイト数と考えてよい。

てCoverPageという怖がある。また、第2

帯日のパートは、 Content-Type:として mes-

sagejrfc822をJ寺つ 1つのシングルパートからな
るマルチパートであるヘ

このようにMewでは、 MIME正規型と MIME

構造リストを保存するため、 2回目以降に屯子

メールを読む場合に、復号の手間を省略しヘッダ

や各パートを高速に表示することが可能である。

また、 MIME彼号器と MIME構造解析器を分

離したことによる柔軟性については第6節で述べ

る。

4.3 MIME復号器と構造解析器

MIMEのパートは階層的に構成することが

できる。たとえば、あるパートがマルチパート

を合み、また、そのマルチパートのいくつかの

1¥ートがマルチパートであってもよ ¥'¥0 よって、

MIME復号器は再帰的に MIME正規型を作る必

要があり、また、 MIME構造解析探は再帰的に

MIME構造を抽出しなければならない。 Mewに

おいて両者の実:比は本質的に同一であるので、以

下MIME構造僻.析~ifの動作についてのみ説明を

行う。

Mewではある 1つのパートを解析する関数S

とマルチパートを解析する関数M を実装して

いる。 MIME正規型は、それ全体で単一のパー

トであるので、まずSで評価される。 Sでは、

Con tent-Typeを調ペマルチパートである場合は

M を呼ぶ。シングルパートの場合は、各フィー

ルドの値をリストにして、そのパートのMIME

構造リストとして返す。 M では、マルチパート
に含まれるそれぞれのパートに対して、 Sを呼び

出す。このように SとM は互いに再帰的に呼び

合い、 MIME構造を抽出する。

MIME構造解析器の解析時間は、ほぼMIME

正規型の長さに比例する。 MIME復号器の処理

時間は、復号した後のパートをさらに復号する可

能性があるため、 MIMEの構成に依存する。

国3では、第 1番目のパートがtext/plain、第

2骨日のパートがaudio/basicとimage/gifのマ
ルチパートからなるマルチパートの解析を示して

いる。

島崎5皿、つまり、パートだけに注目すると(()(()))となっ
ていることが分かる。
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図 3:関数SとM による再帰的な解析

4.4 可視化

Mewではフォルダ8に格納されている電子メー

ルを、図 4で示すょっに一覧表示する。ここで、

(図中では*で表されている)カーソルの下にある

電子メールを「現在の電子メールJと呼ぶことと
する。

ユーザが表示コマンドを入力した場合、 Mew
は現在の電子メールをパッファ内に読み込み、

MIME復号器と MIME構造解析器にかける。も

し、電子メールがシングルパートの場合は、即座

にContent-Type:の値に対応した表示を行う。

たとえば、 text/pl出nは他のEma.csウインドウ

に表示し、 application / postscri ptはghostview
などのコマンドを起動する。

もし、現在の電子メールがマルチパートの場合

は、図5で示すように、一旦MIME構造を可視

6Mewでは電子メーJレを絡制する形式として、 MHのフォ

ルダを利用している。電子メールは数字のフ 7イル名で保存さ

れる。

化する。このため、ユーザはカーソルを動かし表

示のコマンドを入力することで、各パートを選択

的に表示することが可能である。

Mewでは、 Content-Type:の値に応じて呼び

出すコマンドやLisp関数を、ユーザが自由に設

定できる。

5 Mewの構成器

本節では、第3節で提示した要求を満たすため

に設計した Mewの構成器について述べる。

5.1 Content-Type:の取り扱し、

ユーザが実際に利用する MIMEは、シングル

パートか、 1段あるいは2段のマルチパートのよ

うに単純な構造である場合が多いことが分かつて

いる。しかしながら、構成器はユーザの利用方法

を限定すべきではないので、多段のマルチパート

を構成できるように設剖-することが望ましい。

マルチパートの枠を用意してから、内部の各

パートを編集するトップダウン的な構成を行いた

いと思うユーザもいるし、シングルパートを編集

してからマルチパートの 1つのパートに挿入する

ボトムアップ的な構成方法を要求するユーザも考

えられる。このため、 Mewではトップダウン的

にも、ボトムアップ的にも MIMEを構成できる

ようにすることを目指した。

前述のように、各パートにはデータ形式を去す

Content-Type:が付加される。トップダウン的に

もボトムアップ的にも MIMEを構成できる構成

器において取り扱いが難しいのは、ヘッダに何人

する Content-Type:を決定することである。つ

まり、構成方法に制限がないため、一番外側の

Content-Type:は電子メールの送信直前まで決定

できない。

そこで、 MewではMIMEを構成する方法と

して、 「電子メー Jレを送る直前に本文の一番

外側のContent-Type:ヘッダに掃入するjとい

う方法をとっている。 Mewでは、各パートの

Content-Type:が自動的に付加されるため、ユー

ザは入力する必要がない。これについては、次小

節で詳しく述べる。

電子メールを書く際に、 Mewではヘッダと本

文と文字列“一一"で区切ったテンプレートが自

動的に用意される。電子メーJレを作成している例

を図6に示す。ここで、この平文をユーザが送信
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547 M07/18 Yoshinari UOMURA Re: summary only mode ({のむらです。)いまからの
時制 M07/18Hine Sakurai (m-s mov-url 0.09 ({一一 OuterBoundary 仰onJul 18 20 
549 H07/19 Kazumasa Utashiro Ro: 0.54 {{Apparently-To:のアドレスが mov-summar

図 4:電子メールの一覧

*548 H07/18 Hine Sakurai {m-s mov-url 0.09 {{一一 DutorBoundary (Hon Jul 18 20 
1 text/plain 

2.1 toxt/plain 

549 H07/19 Kazumasa Utashiro Re: 0.54 {(Apparently-To:のアドレスが mew-swnmar

図 5:MIME構造の表示

To: mine 
Subjee色 PEHを{史おうよe

Mimo-Version: 1.0 

MowがPEHをサポートしました。
テストしてみてね。

ーかず

図 6:平文

To: mine 

Subjec:t: P闘を使おうよ e

Mimo-Version: 1.0 

Content-Typo: applic:ation/pem-1421 

-----BEGIN PR工VACY-ENHANCEDMESSAGE-ーーーー

Proe-Typo:4，ENCRIPTED 
以下省略

図 7:暗号化した本文

しようとすると、 Mewはデフォルトの Content-

Type:として text/ pla.inをヘッダに挿入する。

(つまり、ヘッダの直後に Content-Type:がない

場合は、 text/plainが省略されているように扱

う。)ユーザが平文を暗号化するために PEMの

処理を施すと、 Mewは本文の一番外側に PEM

を表すContent-Type:を挿入する(図7)。そし
て、電子メールの送信直前にヘッダの直後にある

Content-Type:をヘッダに挿入する。

このように Mewでは、電子メールの送信の

直前にヘッダの Content-Type:を決定すること

で、ユーザに自由な構成方法を提供している。

5.2 マルチパートの構成方法

Mewでは直感的にマルチパートを構成で

きるように、ディレクトリ構造を MIME情造

へ射影する機能を持っている。つまり、ディ

レクトリはマルチパートに、ファイルはシン

グルパートに変換される。また、各ファイル

のContent-Type:は、ファイル名から推測で

きる九たとえば、拡張子“.ps"を持つファイ

ルは application/ postscriptであるし、“11"の
ようにファイル名が数字であるファイルは

message/ rfc822であると推測できる。

UNIXをある程度使った経験があるユーザであ

れば、ファイルの複製、移動、リンク、および、

削除や、拡張子などのファイル名の慣習は理解で

きている。また、ディレクトリは階層化すること

が容易である。

Mewでマルパートを作成している例を、図8に

示す。ここで、マルチパートを構成するためのコ

マンドを入力すると、本文の下に、文字列

ーー圃-multipar七ーー

と

ーーー-multipar七 四ーーー

で阻まれた、マルチパート部が追加される。マ

ルチパート部では、ファイルの縫製、移動、リン

ク、削除や、ディレクトリの生成、消去などのコ

マンドが各キーに割り当てられている。図8は、

MIMEを構成するためのディレクトリに、ファ

イJレ1、cat.gif、mew.patchをコピーした例で

T著者の知る限り、 mime.elがフ 7 イル名から Content-
Type:を推測する樋能を最初に提供した。
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ある。ここで、ディレクトリ構造をマルチパート

へ射影するコマンドを入力すれば、 MIMEがで

きあがる。
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-ここは本文です。

ー---multipar色ー申
draf色s/mime/1/

message/rfc822 
cat.gi image/gif 
me首.patch text/plain 

・・世・ multipart -ーーー

図 8:マルチパートの構成

このように Mewでは、 MIMEの文法を見せ

ずに、ユーザに分かりやすいディレクトリやファ

イルを用いることで、非常に使いやすいインター

フェイスを与えている。

6 MIME以外の構造化メールの統合

本節では、構造化メールである PEMやPGP

をMIMEへ統合する方法について議論する。

6.1 PEM 

RFC1421[3}で規定さ札ている PEM(RFC1421

PEM)では、本文に電子署名を施した場合、さら

に暗号化まで行った場合、電子メールの本文にお

いて、結果を

ー----BEGINPRIVACY-ENHANCED HESSAGE--ーーー

と

一一-ENDPRIVACY-ENHANCED HESSAGE-----

で聞む。このように、 PEMは構造を持った電子

メールであるにもかかわらず、新しくフィール

ドを定義していない。そのため、電子メールが

PEMであるかを検査するには、本文に対して文
字列検索を行わなければならない。

そのため、長い電子メールでは非効率的であ

り、また、同じ文字列を含む平文と明確に区別

できない。そこで、本文がPEMであることを示
す新しいフィールドを定義する必要がある。つ

まり、 MIMEのContent-Type:フィールドに、

PEMであることを示す値を定義すればよい。

1993年10月時点では、 PEMとMIMEを統

合する方式として、文献[6Jで定められている
マルチパートを使う方法と、文献[7]で規定され
ている application/pem-1421を使う方法があっ

た。現在では、マルチパートを使う方法へ一本化

されている。

Content-Type:の値として、 applicationjpem-

1421を使う方法では、 RFC1421PEMをそのま

ま利用することができる。マルチパートを使う方

法では、 RFC1421PEMよりも機能は上がって

いるが瓦換性はない。

我々は最終的にはマルチパートを使う方式

をサポートする予定である。しかし、既存の

RFC1421 PEMの需要があるため、一時的な解

として applicationjpem・1421をContent-Type: 
の値として利用している。これにより、ヘッダを

検索するだけで本文がPEMであるか否かを判断

できる。

Mewの実装を通じて分かったことは、 PEM

で復号したパートの解釈の仕方が、復号前に分

かっていなければならないことである。つまり、

PEM 用のContent-Type:には、 PEMで電子署

名/暗号化する前の本文が、 RFC822メールで

あるのかMIMEであるのかを示す情報がなけ

ればならない。なぜなら、たとえばEmacsから

PEMのコマンドを呼び出し、復号された結果を

受け取った際に、 Emacs側で次に行う動作が決

定できなければならないからである。

文献[司では、復号後の解釈が与えられていな

い。そこで、現有:Mewでは、 Content-Type:と

してapplication/ pem・1421を値とする電子メー

ルは、復号後に RFC822メールとして解釈する

ように実装している。

6.2 PGP 

PEMとまったく同械に、 PGPでも、本文

がPGPで処理されていることを示すフィール

ドがヘッダに定義されていない。文献[8]では、
Content-Type:の他としてapplicationjpgpを定

義し、さらに、復号後の処理を副値で与えてい

る。

これは文献[7]と本質的に同じ方法であるた
め、 PEMでこの提案が破棄された現在、良い

規栴とは言いがたい。また、文献[6]の方法は、
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PGPを統合する枠組を持っているので、文献[6]

の方法に従ってPGPとPEMが協調的に仕様を

決定していくのがよいであろう。

このような理由から、現在Mewでは、 RFC822

メールに対してのみ PGPの処理ができる

ように実装を行っている。 application/ pgpを

Content-Type:として利用しているが、復号後の

処理を表す副値は利用していない。

6.3 MIME正規型による柔軟性

これまで考察してきたように、 MIMEと他

の構造化メールを完全に統合するには、適切な

Content-Type:を定め、 Content-Type:に対応
するアプリケーションで処理した結果を解釈する

ための情報が、その Content-Type:の値内に与・

えられていればよい。

前述のように、 MewではMIME正規型の定

義により、到着後の電子メールを MIME復号器

とMIME構造解析器によって処理する。新たな

構造化メールが出現した場合は、 MIME復号器

を修正することによって対応することができる。

つまり、 MIME構造解析器以降の処理には一切

変更を必要としない。このように、 Mewの可視

器は新しい構造化メーJレに対して柔軟に対応でき

るように設計されている。

7 比較、評価

本節ではMewと他のMIMEインターフェイ

スである Zmail、Metamail、mhn、および、

mime.elとを比較する o それぞれ、可視器と構成

器について評価するが、 MIMEを構成するため

のmime.elは、可視器の機能はないので構成器に

ついてのみ考察する。

7.1 可視器の比較

可視器において選択性を有している MIME

インターフェイスは、 MewとZmailである。

Mewはカーソルを移動させて表示コマンドを入

力することで、 Zmailはアイコンをクリックす

ることで各パートを選択できる。 Metamailや
mhnでは順番通りにしか読み出せない。

高速性や柔軟性を実現している MIMEイン

ターフェイスは、 MIME正規型を使用している

Mewのみである。

表 1:可視器の評価

7.2 構成器の比較

構成器において、容易性を実現できているイン

ターフェイスは MewとZmailである。 Mewで

は、ファイルやディレクトリを扱う各コマンドを

一文字のキーに割り当てており、また、誤動作

に吋する訂正が簡単である。 Zmailでも、ファイ

ルを取り扱うだけで MIMEが構成できる。ただ

し、 Zrnailでの構成器はファイルのブラウザと協

調的に動作しないので、ユーザはファイルへのパ

スを入力しなければならない。可視器がアイコン

を利用しているだけに、構成器においてアイコン

をドラッグ&ドロップするだけでMIMEが構成

できないのは統一感に欠ける。 Metamailは複雑

な引数を指定しなければならず、また、 mhnは

複雑な文法を入均する必要があるので容易性に欠

ける。 mime.elでは、誤動作を起こしにくいよう

に、コマンドがキーに割り当てられておらず、ま

た、誤動作の訂正が行いにくい。

全てのMIMEインターフェイスがファイルを

シングルパートに対応させている。ディレクトリ

をマルチパートへ対応付けているインターフェイ

スはMewだけである。よって、 Mewのみが直

感性を有しているといえる。

Mew、Zmail、および、 mime.elは、独自の

文法を定義しておらず、また、 MIMEの文法さ

え隠蔽することに成功している。 Metamailでは

独自の複雑なコマンドラインオプションを理解す

る必要があるし、 mhnでは固有の複雑な文法を

覚えなければならない。

MIMEを制限なく構成でき、さまざまな構造
化メールを取り扱えるのは Mewのみである。他

の構成器は、さまざまな構造化メールに対応して

いない。また、 Zmailとmime.elは多段のマル

チパートを構成できない。

-129ー



表2:構成器の評価

容易性 宜感性 隠蔽性 汎用性

Mew 
O O 
O 
O O O 

Zmail × × 

Metamail × × × × 

mhn × × × × 

mime.el × × O × 

7.3 Mewの評価

第3節で掲げた可視器への要求である選択性、
高速性、および、柔軟性、また、構成器への要求

である容易性、直感性、隠瞭性、および、汎用性

をMewは完全に実現している。また、現在Mew

は、複数の構造化メールを取り扱うことのできる

唯一のインターフェイスである。

Mewの配布前までは、筆者はマルチパートで

構成される MIMEをほとんど受け取ることがな

かった。しかし、 Mewの配布後は比較にならな

いほどマルチパートの MIMEを受け取るように

なったことを、統計的な評価ではないが書き添え

ておく。

8 おわりに

本稿では、現在のMIMEインターフェイスを

考察し、可視器には選択性と高速性、柔軟性

が、構成器には容易性、直感性、隠蔽性、およ

び、汎用性が必要であると述べた。我々が実装を

行っている Mewの可視器は、 MIME復号器と

MIME構造解析器により高速かつ柔軟である。

また、 MIMEの各パートに対して選択的な操作

を行える。 Mewの構成器は、ディレクトリ構造

をMIME構造へ射影する機能を持っている。そ

のため、ユーザはファイル名の慣習やディレクト

リ構造から MIME構造を直感的に理解でき、ま

た、ファイルやディレクトリに対する単純な操作

を行うことで、 MIMEを制限無く構成できる。

このように MIMEの文法をユーザから完全に隠

蔽していることは特筆すべきことである。

仕様が流動的ではあるが、 PEMやPGPのよ

うに本文に構造を持つ電子メールを、構造化メー

ルとして、より一般的な枠組である MIMEに統

合できることを Mewは実証している。仕様が確

定次第、構造化メールの統合を本格的に実装する

予定である。また、今後Mewでネットニュース

へのインターフェイスを提供することを計画して

いる。
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